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 新型コロナの感染が再び拡大を始め、一層勢いを増してきている感じがします。こう

した中で、８月８日の夜に行われる「花火打ち上げ」は、感染拡大を防ぐため、やめた方

がいい、矢臼別平和委員会として総実行委員会に中止の要請をするべきだ、という意見

が出され、３０日に行われた矢臼別平和委員会例会で時間をかけて論議しました。 
 

 まず、事務局から「花火打ち上げ」を決めた経過などを説明しました。 

 

 

 

 

 

 
  
 そもそも、「花火を打ち上げる」ということが主で、人を集めるということを前提にし

たとりくみではないし、「花火“大会”」という性格のものでは最初からなかった…という

ことを確認したうえで、それでもやめた方がいいかどうかという論議をしました。（今回

の出席者は９人でした。） 
 

 いろいろな意見が出ましたが、まとめると次のようなことになります。 

■感染拡大に対する恐れや心配は当然ありうるし理解できる。同時に、平和盆おどりは

中止になったが、平和のために何かやりたい、やるべきだという思いも尊重しなければ

ならないし、切り捨ててはならない。 

■花火を打ち上げたから感染が拡大するということはない。問題は、人が集まって飛沫

感染、接触感染が起こることだが、矢臼別の広場でそういうことが起こるリスクは非常

に低い。しかし、二重・三重に気をつけるということはしなければならない。 

■そのために、①大勢の人が集まるということはしないようにする。来ないで済む方、体

調の思わしくない方は来ないようにしていただく。特に、感染拡大地域からは来ないで

いただく。②どうしても来たいという人に対しては拒否しない。しかし、人と人の接触は

極力避け、ソーシャルディスタンス励行、マスク着用、消毒など感染拡大防止策はしっか

りとっていただく。③花火打ち上げの際の安全対策もあり「重郎太の碑」より奥に行かな

いようにする。（実行委員会でテープを張りますので気を付けてください。）④平和美術

館、平和資料館は引き続き閉館となることを周知する。 
 
以上のように「花火打ち上げは良いが、十二分に気を付ける」「中止の要請はしない」

という意見がほぼ全員の意見でしたが、なお、「今年花火を打ち上げなくてもいいのでは

ないか。来年やればいい。」という意見が出されたこともお知らせしておきます。 
 

 矢臼別平和盆おどりを中止にするが、単に中止する（何もやらない）でいいのだろうか…という発

想から代替え案が検討されました。その一つとして、花火打ち上げをしたいという人がいるので、そ

のバックアップをしようということが総実行委員会で決まりました。（そのほか、花火打ち上げのラ

イフ配信なども） 

 ということで、あくまでも、花火を打ち上げる、それをライブ配信するというもので、人を集める

ことはそもそも考えていないものでした。ただ、「どうしても矢臼別に来たい」という人もいるだろ

うから、それは拒否しないという構えだったというのが実情です。 


